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【
週
刊
文
春
】
（
3
月
23
日
号
）
に

『
急
成
長
「
格
安
一
戸
建
て
業
者
」
は
欠

陥
住
宅
だ
ら
け
』
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。
記
事
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の

は
、
「
ロ
ー
コ
ス
ト
住
宅
」
を
謳
い
文
句

に
、
本
社
を
石
川
県
に
置
き
全
国
各
地
に

支
店
を
設
け
る
「
秀
光
ビ
ル
ド
」
と
い
う

住
宅
会
社
で
、
近
年
建
築
棟
数
や
売
上
高

を
急
伸
さ
せ
【
左
図
：
日
経
ホ
ー
ム
ビ
ル

ダ
ー 

2017-

4
参
照
】
、
テ
レ
ビ
CM
も
放

映
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

今
年
2
月
、
ど
こ
か
ら
入
手
し
た
の
か

は
不
明
で
す
が
、
私
が
作
成
し
た
「
調
査

報
告
書
」
を
携
え
た
記
者
が
、
内
容
の
裏

付
け
を
と
る
た
め
事
務
所
に
や
っ
て
き

ま
し
た
。
「
秀
光
ビ
ル
ド
」
を
含
め
て
多

く
の
関
係
者
に
取
材
す
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
こ
の
記
事
に
お
い
て
、
「
秀
光

ビ
ル
ド
」
が
建
築
し
、
私
が
「
調
査
報
告

書
」
を
作
成
し
た
大
阪
府
内
の
某
物
件

（
木
造
軸
組
工
法
2
階
建
て
）
の
欠
陥
内

容
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

「
調
査
報
告
書
」
の
作
成
依
頼
を
受
け

た
の
は
昨
年
7
月
で
す
。
工
事
中
か
ら
工

事
の
中
断
や
雑
な
施
工
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
建
築
主
自
身
が

構
造
耐
力
上
の
安
全
性
を
有
し
な
い
欠

陥
事
項
な
ど
を
概
ね
掴
ん
で
お
り
、
専
門

家
と
し
て
こ
れ
ら
指
摘
す
る
事
項
の
判

断
と
交
渉
用
の
「
調
査
報
告
書
」
（
補
修

費
用
の
算
定
を
含
む
）
の
作
成
を
依
頼
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
11
月
に
は
、
弁
護
士
を

交
え
た
3
名
で
「
秀
光
ビ
ル
ド
」
を
訪
問

し
、
作
成
し
た
「
調
査
報
告
書
」
を
手
渡

し
た
上
、
内
容
を
説
明
し
た
と
い
う
と
こ

ろ
が
大
ま
か
な
経
緯
で
す
。 

建
築
主
自
身
が
工
事
中
の
写
真
を
数

多
く
撮
影
し
、
建
築
主
と
協
議
す
る
中
で

「
秀
光
ビ
ル
ド
」
側
も
欠
陥
事
項
を
概
ね

承
知
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
特
に
反
論
も

な
く
説
明
は
短
時
間
で
終
了
し
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
合
意
書
が
取
り
交
わ
さ
れ

た
と
聞
き
ま
す
が
、
合
意
内
容
の
詳
細
は

知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 
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次
に
、
調
査
方
法
と
指
摘
し
た
内
容
に

関
し
て
で
す
が
、
「
耐
力
壁
」
（
ダ
イ
ラ

イ
ト
）
や
「
小
屋
組
」
「
屋
根
」
の
施
工

状
況
は
、
仕
上
げ
材
に
覆
わ
れ
て
確
認
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
建
築
主
自
身
が
撮
影

し
た
写
真
に
基
づ
き
判
定
し
（
「
調
査
報

告
書
」
に
お
い
て
は
、
写
真
の
添
付
に
留

め
て
詳
細
な
説
明
は
加
え
て
い
ま
せ

ん
。
）
、
1
階
床
下
部
分
は
目
視
に
よ
る

調
査
を
行
い
、
整
え
ら
れ
て
い
た
資
料

（
平
面
図
、
基
礎
関
係
図
、
プ
レ
カ
ッ
ト

図
、
矩
計
図
な
ど
）
に
基
づ
き
、
設
計
内

容
の
評
価
も
記
載
し
て
い
ま
す
。 

「
調
査
報
告
書
」
に
お
い
て
指
摘
し
た

構
造
耐
力
上
の
安
全
性
を
有
し
な
い
欠

陥
等
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

①
基
礎 

 

(1) 

建
築
基
準
法
施
行
令
第
42
条

第
2
項
に
お
い
て
、『
土
台
は
、

基
礎
に
緊
結
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
』
と
規
定
さ
れ
て
い

る
が
、
一
部
の
「
土
台
」
下
部

に
お
い
て
は
「
基
礎
」
（
立
上

り
）
が
築
造
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

(2) 

建
築
基
準
法
施
行
令
第
42
条

第
2
項
に
お
い
て
、『
土
台
は
、

基
礎
に
緊
結
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
』
と
規
定
さ
れ
て
い

る
が
、
一
部
の
「
土
台
」
に
お

い
て
は
「
基
礎
」
（
立
上
り
）

の
位
置
と
相
違
し
緊
結
状
態

に
な
い
。 

 

(3) 

建
築
基
準
法
施
行
令
第
42
条

第
2
項
に
お
い
て
、『
土
台
は
、

基
礎
に
緊
結
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
』
と
規
定
さ
れ
て
い

る
が
、
一
部
「
土
台
」
下
部
の

「
基
礎
」
（
立
上
り
）
の
長
さ

が
不
足
し
て
い
る
。 

 

(4) 

建
築
基
準
法
施
行
令
第
38
条

第
1
項
に
お
い
て
、
『
建
築
物

の
基
礎
は
、
建
築
物
に
作
用
す

る
荷
重
及
び
外
力
を
安
全
に

地
盤
に
伝
え
、
か
つ
、
地
盤
の

沈
下
又
は
変
形
に
対
し
て
構

造
耐
力
上
安
全
な
も
の
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
』
と
規

定
さ
れ
て
い
る
が
、
「
べ
た
基

礎
」
立
上
り
の
配
置
に
は
「
半

島
型
」
が
多
用
さ
れ
、
基
礎
と

し
て
十
分
な
耐
力
が
期
待
で

き
な
い
。 

 

(5) 

建
築
基
準
法
施
行
令
第
38
条

第
1
項
に
お
い
て
、
『
建
築
物

の
基
礎
は
、
建
築
物
に
作
用
す

る
荷
重
及
び
外
力
を
安
全
に

地
盤
に
伝
え
、
か
つ
、
地
盤
の

沈
下
又
は
変
形
に
対
し
て
構

造
耐
力
上
安
全
な
も
の
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
』
と
規

定
さ
れ
て
い
る
が
、
LDK
部
分

(

長
辺
5.00
ｍ×

4.50
ｍ)

の
「
べ

た
基
礎
」
底
盤
の
鉄
筋
量
に
関

し
て
、
【
D13

@

150

mm
シ
ン
グ

ル
（
底
盤
厚
さ
150

mm
）
：
小

規
模
基
礎
設
計
指
針
】【
D13

@

250

mm
ダ
ブ
ル
（
底
盤
厚
さ
200

mm
）
：
設
計
施
工
基
準
】
必
要

な
と
こ
ろ
、
【
D13

@

200
シ
ン

グ
ル
（
底
盤
厚
さ
150

mm
）
】

に
留
ま
り
、
鉄
筋
量
が
不
足
し

基
礎
と
し
て
十
分
な
耐
力
が

期
待
で
き
な
い
。 

 

(6) 

建
築
基
準
法
施
行
令
第
38
条

第
1
項
に
お
い
て
、
『
建
築
物

の
基
礎
は
、
建
築
物
に
作
用
す

る
荷
重
及
び
外
力
を
安
全
に

地
盤
に
伝
え
、
か
つ
、
地
盤
の

沈
下
又
は
変
形
に
対
し
て
構

造
耐
力
上
安
全
な
も
の
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
』
と
規

定
さ
れ
て
い
る
が
、
「
べ
た
基

礎
」
立
上
り
部
分
に
設
け
ら
れ

て
い
る
「
人
通
口
」
に
関
し
て
、

斜
め
筋
に
よ
る
「
補
強
筋
」
や
、

「
べ
た
基
礎
」
底
盤
に
お
け
る

「
補
強
筋
」
が
不
足
し
て
い
る
。 

②
土
台
、
大
引
き 

 

(1) 

建
築
基
準
法
施
行
令
第
47
条

第
1
項
に
お
い
て
、
『
構
造
耐

力
上
主
要
な
部
分
で
あ
る
継

手
又
は
仕
口
は
、
ボ
ル
ト
締
、

か
す
が
い
打
、
込
み
栓
そ
の
他

の
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る

構
造
方
法
に
よ
り
そ
の
部
分

の
存
在
応
力
を
伝
え
る
よ
う

に
緊
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
』
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、

構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
で

あ
る
「
土
台
」
と
「
大
引
き
」

(

1
階
床
版)

の
接
合
部
は
、
緊

結
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
こ

ろ
、
和
室
部
分
の
「
土
台
」
と

「
大
引
き
」(

1
階
床
版)

の
接

合
部
に
は
隙
間
が
生
じ
、
「
土

台
」
と
「
大
引
き
」(

1
階
床

版)

の
接
合
部
は
緊
結
で
き
て

い
な
い
。 

③
2
階
の
横
架
材
（
は
り
） 

 

(1) 

2
階
横
架
材
（
は
り
）
に
お
い

て
は
、【
「
は
り
」
の
せ
い
が
、

「
は
り
」
の
有
効
長
さ
の
1/12
に
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満
た
な
い
】
部
分
が
各
所
認
め

ら
れ
る
が
、
建
築
基
準
法
施
行

令
第
82
条
第
4
号
の
規
定
に

基
づ
く
告
示
第
1459
号
の
規
定

等
に
従
い
、
『
建
築
物
の
使
用

上
の
支
障
』
が
起
こ
ら
な
い
か

否
か
が
確
か
め
ら
れ
て
い
な

い
。
（
実
際
に
2
階
部
分
の
揺

れ
、
振
動
が
激
し
い
。
） 

 
 
 

尚
、
「
調
査
報
告
書
」
に
は
記

載
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
2
階
横

架
材
（
は
り
）
の
問
題
は
、『
柱

の
直
下
率
』
『
耐
力
壁
の
直
下

率
』
の
著
し
い
低
さ
か
ら
生
じ

る
も
の
で
、
『
柱
の
直
下
率
』

『
耐
力
壁
の
直
下
率
』
は
耐
震

性
能
に
影
響
す
る
事
項
で
す
。 

④
そ
の
他
（
建
築
主
撮
影
写
真
を
添
付
） 

 

(1) 

耐
力
壁
（
ダ
イ
ラ
イ
ト
）
の
施

工
不
良
。 

 

(2) 

小
屋
組
各
部
材
の
仕
口/

継
手

の
緊
結
不
良
。 

 

(3) 

屋
根
瓦
の
施
工
不
良
。 

 

(4) 

外
部
建
具
廻
り
の
防
水
工
事
の

不
良
。 

以
上
が
、
欠
陥
の
概
要
で
す
。 

尚
、
写
真
を
含
め
て
詳
細
に
関
し
て
は
、

次
回
記
載
す
る
予
定
で
す
。 

 

熊
本
地
震
が
発
生
し
て
か
ら
1
年
が

過
ぎ
た
。
大
分
県
を
含
め
、
直
接
死
者
50

名
、
関
連
死
175
名
、
20
万
棟
近
く
の
建
物

が
被
害
を
受
け
、
全
半
壊
家
屋
は
4.2
万
棟
、

今
な
お
4.8
万
人
が
仮
設
住
宅
で
生
活
し

て
い
る
な
ど
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
地
震
の
特
異
性
は
最
初
M

6.5
の
地

震
が
発
生
、
そ
の
28
時
間
後
に
こ
れ
を
上

回
る
M

7.3
の
大
地
震
が
追
い
討
ち
を
か

け
た
。
何
れ
も
最
大
震
度
７
で
あ
る
。 

そ
の
後
も
長
期
に
渡
り
大
き
な
地
震
が

波
状
的
に
起
こ
る
こ
と
な
ど
、
現
行
建
築

基
準
法
は
想
定
し
て
い
な
い
。 

そ
も
そ
も
全
国
的
な
地
震
観
測
が
開
始

さ
れ
た

1884
年
以
降
、
震
度
7
ク
ラ
ス
の
大

地
震
は
兵
庫
県
南
部
地
震
（

1995
年
）
、
新

潟
県
中
越
地
震
（

2004
年
）
、
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
（

2011
年
）
し
か
な
く
、
一
連

の
地
震
で
震
度
７
が
２
度
観
測
さ
れ
た

の
は
初
め
て
で
あ
る
。 

木
造
家
屋
の
被
害
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
５
回
に
渡
り
述
べ
て
き
た
が
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
鉄
骨
造
に
お
い
て
も

然
り
、
1
回
目
の
大
地
震
で
建
物
が
半

壊
、
追
い
討
ち
を
か
け
ら
れ
全
壊
に
至
っ

た
建
物
が
多
い
よ
う
だ
。 

宇
土
市
役
所
（
写
真
①
）
は
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
、
地
上
５
階
建
て
、

1965
年
竣

工
と
い
う
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
翌
年
に
建
て
ら
れ
た

も
の
で
50
年
前
に
し
て
は
か
な
り
斬
新

な
デ
ザ
イ
ン
だ
。 

 
そ
の
弊
害
か
ら
な
の
か
？
「
複
雑
な
構
造

の
た
め
、
耐
震
補
強
は
困
難
」
と
の
評
価

を
受
け
、
建
て
替
え
議
論
が
な
さ
れ
て
い

る
矢
先
、
4
月
14
日
に
震
度
５
強
、
16
日

に
６
強
の
地
震
に
襲
わ
れ
た
と
い
う
。 

こ
の
庁
舎
の
損
壊
状
態
は
不
可
解
で
、
４

階
が
大
破
し
て
い
る
。
通
常
は
下
層
階
の

損
傷
が
大
き
く
な
る
傾
向
な
の
だ
が
、
上

層
階
が
大
き
く
損
傷
し
て
い
る
。
兵
庫
県

南
部
地
震
で
も
一
部
見
受
け
ら
れ
た
が

〝
珍
現
象
〟
に
思
え
る
。 

当
該
庁
舎
は
、
ほ
ぼ
正
方
形
の
事
務
棟
と

長
方
形
の
階
段
室
棟
の
２
棟
が
組
み
合

わ
さ
れ
た
よ
う
な
平
面
形
状
と
聞
く
。 

写
真
①
の
撮
影
位
置
は
事
務
所
棟
正
面
、

奥
方
向
に
階
段
室
棟
が
事
務
所
棟
に
対

し
45
度
方
向
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。 

想
像
す
る
に
、
事
務
棟
は
壁
の
な
い
柱
と

梁
で
構
成
（
純
ラ
ー
メ
ン
架
構
）
、
大
き

な
空
間
を
設
け
て
お
り
、
階
段
室
は
耐
力

壁
付
き
の
柱
・
梁
で
構
成
さ
れ
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。 

こ
の
よ
う
な
形
態
の
建
物
に
地
震
力
が

作
用
す
る
と
、
純
ラ
ー
メ
ン
架
構
で
構
成

さ
れ
た
事
務
所
棟
の
変
形
は
大
き
く
、
壁

付
き
架
構
の
階
段
室
棟
は
ほ
と
ん
ど
変

形
し
な
い
。
変
形
量
の
異
な
る
構
造
が
平

面
的
に
一
体
を
成
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、

楔
162
号
で
述
べ
た
偏
心
の
理
論
か
ら
、
階

段
室
棟
を
回
転
軸
に
、
事
務
棟
が
大
き
く

左
右
に
振
ら
れ
、
回
転
軸
か
ら
の
距
離
に

比
例
し
て
損
傷
が
大
き
く
な
る
。
そ
し
て

４
階
に
被
害
が
集
中
し
て
い
る
の
は
下

階
（
３
階
以
下
）
に
比
べ
剛
性
が
低
い
（
変

熊
本
地
震 

現
地
調
査
レ
ポ
ー
ト 

⑥ 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、  

鉄
骨
造
の
被
害 

  

文
責 

常
任
理
事
・
建
築
Ｇ
メ
ン 

構
造
設
計
一
級
建
築
士 

 

佐 

藤 

賢 

典 

①宇土市役所 外観 
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形
し
易
い
）
の
で
は
あ
る
ま
い
か
？ 

例
え
ば
柱
や
梁
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
、

も
し
く
は
鉄
筋
量
が
少
な
い
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。 

益
城
町
役
場
の
渡
り
廊
下
で
あ
る
（
写

真
②
）
。 

 

写
真
の
左
側
が
議
会
棟
、
右
側
が
本
庁
舎

棟
で
、
本
庁
舎
棟
は
画
像
の
反
対
側
に
外

付
け
フ
レ
ー
ム
を
新
設
、
耐
震
改
修
工
事

が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
周
辺
地
盤
が
陥

没
、
外
付
け
フ
レ
ー
ム
自
体
に
も
構
造
的

な
ひ
び
割
れ
を
生
じ
、
柱
脚
部
に
も
破
壊

が
見
ら
れ
た
（
写
真
③
）
。 

渡
り
廊
下
は
本
庁
舎
棟
に
付
随
し
て
増

築
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
本
庁
舎

側
の
地
盤
沈
下
量
と
議
会
棟
側
・
支
柱
の

沈
下
量
の
違
い
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
ひ
び

割
れ
が
入
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

災
害
対
策
の
本
部
と
な
る
べ
き
本
庁

舎
が
損
傷
、
機
能
不
全
に
な
っ
て
い
た
。 

 
熊
本
市
西
区
に
建
つ
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
９
階
建
て
、
１
階
が
駐
車
場
、
い

わ
ゆ
る
ピ
ロ
テ
ィ
ー
形
式
の
マ
ン
シ
ョ

ン
で
あ
る
（
写
真
④
）
。 

 

1974
年
竣
工
と
い
う
か
ら
新
耐
震
設
計
基

準
施
行
（
'81
年
）
前
の
基
準
で
建
て
ら
れ

た
こ
と
に
な
る
。 

一
般
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
は
各
住
戸
間
が
耐

震
壁
と
な
っ
て
お
り
、
直
交
す
る
バ
ル
コ

ニ
ー
側
や
廊
下
側
は
耐
震
要
素
の
な
い

雑
壁
や
開
口
（
窓
や
ド
ア
）
で
構
成
さ
れ

る
。
宇
土
市
役
所
で
述
べ
た
よ
う
に
、
同

じ
地
震
力
が
作
用
し
た
時
、
耐
震
壁
付
き

の
架
構
は
ほ
と
ん
ど
変
形
し
な
い
が
、
耐

震
要
素
が
柱
と
梁
の
み
で
構
成
さ
れ
た

純
ラ
ー
メ
ン
架
構
は
変
形
が
大
き
い
。 

高
層
で
あ
り
な
が
ら
、
１
階
が
ピ
ロ
テ
ィ

ー
形
式
の
建
物
を
あ
え
て
例
え
る
な
ら
、

や
っ
と
掴
ま
り
立
ち
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
幼
子
が
「
１
歳
の
お
誕
生
日
祝

い
」
と
称
し
、
リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
た
一
升

餅
を
背
負
わ
さ
れ
、
親
の
オ
モ
チ
ャ
に
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
、
悲
鳴
を
あ
げ
、

尻
も
ち
つ
く
の
は
当
た
り
前
で
あ
る
。 

 

加
え
、
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
平
面
形
状
は

Ｌ
字
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
直
交
す
る
そ

れ
ぞ
れ
の
方
向
に
変
形
が
少
な
い
架
構

と
大
き
い
架
構
が
混
在
し
て
い
る
。 

立
体
的
に
も
平
面
的
に
も
剛
性
バ
ラ
ン

ス
は
最
悪
と
言
え
、
脆
弱
な
１
階
に
応
力

が
集
中
、
層
崩
壊
し
た
も
の
と
見
て
い
る

（
写
真
⑤
）
。 

新
耐
震
設
計
基
準
施
行
以
降
、
剛
性
率

（
上
下
階
方
向
の
剛
性
バ
ラ
ン
ス
）
、
偏

心
率
（
平
面
の
剛
性
バ
ラ
ン
ス
）
が
規
制

さ
れ
、
設
計
・
施
工
と
も
色
々
な
配
慮
が

求
め
ら
れ
、
安
全
性
が
劣
る
こ
と
が
明
白

で
コ
ス
ト
高
に
も
な
る
た
め
、
こ
の
類
の

建
物
は
あ
ま
り
見
掛
け
な
く
な
っ
た
。 

 

さ
ら
に
近
づ
き
、
破
壊
さ
れ
た
柱
や
梁
の

鉄
筋
の
配
置
を
見
る
と
、
隣
接
す
る
鉄
筋

同
士
の
間
隔
が
少
な
く
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

②益城町役場 渡り廊下 

 

③益城町役場 

外付けフレーム脚部 

 

④西区 マンション １階層崩壊 

 

⑤西区 マンション １階柱の破壊 

 

⑥西区 マンション 梁の破壊 
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が
良
好
に
打
ち
込
ま
れ
た
と
は
言
い
難

い
（
写
真
⑥
）
。 

他
に
も
複
数
、
施
工
上
の
ミ
ス
と
思
わ
れ

る
痕
跡
が
見
受
け
ら
れ
た
。 

熊
本
市
東
区
の
５
階
建
て
店
舗
併
用

住
宅
で
あ
る
。
１
階
は
店
舗
・
事
務
所
、

２
～
５
階
は
賃
貸
ア
パ
ー
ト
と
聞
い
た
。

１
階
が
層
崩
壊
し
て
い
る
（
写
真
⑦
）
。 

  

こ
の
建
物
は
施
工
痕
跡
か
ら
か
な
り
古

い
と
思
わ
れ
、
妻
面
の
耐
震
壁
で
あ
る
べ

き
壁
は
無
筋
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
造
と
見
受
け
ら
れ
た
（
写
真
⑧
）
。 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
に
耐
震
性
な

ど
あ
る
は
ず
な
く
、
一
挙
に
層
崩
壊
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

鉄
骨
造
建
築
物
に
お
い
て
は
大
き
な

被
害
を
誘
発
す
る
要
因
と
な
る
現
象
も

見
受
け
ら
れ
た
。 

 

 

２
階
建
て
鉄
骨
造
の
店
舗
で
あ
る
が
、

柱
が
局
部
座
屈
（
写
真
⑨
）
を
起
こ
し
て

お
り
、
建
物
自
体
が
大
き
く
傾
い
て
い

た
。 

ま
た
、
鉄
骨
造
柱
脚
部
に
お
け
る
ア
ン
カ

ー
ボ
ル
ト
の
伸
び
な
ど
も
見
受
け
ら
れ

た
（
写
真
⑩
）
。 

 

 

今
回
紹
介
し
た
建
物
は
た
だ
単
に
古

い
か
ら
被
害
を
受
け
た
の
で
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。 

こ
れ
ら
被
災
建
物
自
身
に
な
り
替
わ
り

代
弁
す
れ
ば
、
壊
れ
る
切
っ
掛
け
を
虎
視

眈
々
と
窺
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

「
当
時
の
基
準
は
ク
リ
ア
し
て
い
た
」
な

ど
は
建
築
屋
側
の
都
合
の
良
い
言
い
訳

に
過
ぎ
な
い
。 

筆
者
が
専
門
と
す
る
構
造
設
計
の
現
場

の
実
態
を
暴
露
す
れ
ば
、
地
盤
、
基
礎
を

含
め
、
平
面
的
、
立
体
的
な
構
造
計
画
か

ら
施
工
に
至
る
ま
で
、
設
計
依
頼
を
受
け

る
時
に
は
、
建
築
主
と
意
匠
系
設
計
者
の

主
義
・
主
張
だ
け
で
プ
ラ
ン
決
定
さ
れ
て

お
り
、
既
に
構
造
計
画
の
見
直
し
が
で
き

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。 

意
匠
系
設
計
者
が
構
造
や
施
工
に
関
し
、

相
応
の
知
識
の
も
と
、
プ
ラ
ン
を
ま
と
め

て
い
る
な
ら
問
題
な
い
が
、
残
念
な
が
ら

そ
れ
は
過
半
数
に
至
っ
て
な
い
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。 

無
理
を
押
し
通
そ
う
と
す
れ
ば
、
何
処
か

に
歪
み
が
生
ま
れ
る
。
「
地
震
」
と
い
う

〝
未
知
の
魔
物
〟
に
襲
わ
れ
、
プ
ロ
？ 

に
任
せ
た
建
築
主
・
消
費
者
の
財
産
や
命

が
失
わ
れ
る
な
ど
、
あ
っ
て
は
な
る
ま

い
。 

  
 
 
 
 
 

 

  

 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
千
葉
グ
ル
ー
プ
は
、

【
失
敗
し
な
い
住
ま
い
づ
く
り
】
の
タ
イ

ト
ル
で
、
千
葉
県
我
孫
子
市
、
け
や
き
プ

ラ
ザ
９
階
ホ
ー
ル
で
、
我
孫
子
市
消
費
者

セ
ン
タ
ー
に
共
催
い
た
だ
き
、
２
月
25
日

（
土
）
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

千
葉
グ
ル
ー
プ
活
動
報
告 

無
料
講
演
会
・
相
談
会 

 

文
責 

 
 

正
会
員 

織
笠 

聡 

⑧東区 店舗併用住宅 

ＣＢ（ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ）外壁破壊 

 

⑦東区 店舗併用住宅 

１階 層崩壊 

 

⑨益城町 鉄骨造店舗 

柱・局部座屈 

 

⑩益城町 鉄骨造住宅 

柱脚アンカーボルトの伸び 
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当
日
は
、
一
般
消
費
者
23
名
（
11
組
）

の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

受
講
者
に
は
、
「
具
体
的
な
欠
陥
事
例

に
関
心
が
あ
り
勉
強
に
な
っ
た
」
、「
近
々

家
の
購
入
を
考
え
て
い
る
が
、
第
三
者
検

査
を
お
願
い
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
、

「
リ
フ
ォ
ー
ム
の
参
考
に
な
っ
た
」
等
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

■
講
演
会
の
内
容 

講
演
１ 

～
杭
・
基
礎
・
構
造
・
そ
の
他
の
欠
陥
事
例
～ 

 

「
欠
陥
マ
ン
シ
ョ
ン
・
住
宅
の
見
分
け
方
」 

講
師
・
副
理
事
長 

川
口 

晴
保 

 

１ 

最
近(

過
去)

の
欠
陥
マ
ン
シ
ョ
ン

偽
装
の
問
題 

・
欠
陥
マ
ン
シ
ョ
ン
事
例 

・
偽
装
問
題
事
例 

・
こ
れ
か
ら
の
再
発
防
止
策 

２ 

問
題
の
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
（
住
宅
）

の
見
分
け
方 

・
地
域
や
地
盤
の
確
認
に
つ
い
て 

・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
チ
ラ
シ
の
確
認 

・
内
覧
会
で
の
確
認
事
項 

３ 

欠
陥
マ
ン
シ
ョ
ン(

住
宅)

の 

見
分
け
方 

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
錆
び
た
鉄
筋
が

見
え
て
い
な
い
か 

・
バ
ル
コ
ニ
ー
と
住
戸
の
接
続
部
に
平

行
な
亀
裂
が
な
い
か 

・
上
階
の
物
音
が
よ
く
聞
こ
え
る 

・
床
に
置
い
た
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
が
転
が
る 

・
外
部
廻
り
に
白
い
粉
が
噴
出
し
た
よ

う
な
痕
跡
が
な
い
か 

・
内
外
壁
や
天
井
に
亀
裂
が
あ
る
か 

・
タ
イ
ル
の
剥
落
や
亀
裂
が
あ
る
か 

・
雨
染
み
、
雨
漏
り
、
結
露
、
カ
ビ
の

発
生
は
無
い
か 

・
ク
ロ
ス
よ
じ
れ
、
建
具
の
開
閉
不
良 

・
排
水
不
良
や
そ
の
他
の
欠
陥 

等
の
内
容
で
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

講
演
２ 

～
欠
陥
住
宅
に
な
ら
な
い
た
め
の
手
段
～ 

「
チ
ェ
ッ
ク
（
第
三
者
検
査
）
は
重
要
」 

講
師
・
常
任
理
事
・
武
田 

学 

 
 

・
欠
陥
が
で
き
る
主
な
要
因 

・
防
げ
る
方
法
は
あ
る
は
ず
だ 

・
現
場
の
実
情
は 

・
職
人
が
欠
陥
の
あ
る
施
工
を
し
た 

・
ウ
チ
は
、
技
術
の
あ
る
職
人
に
任
せ

て
い
る
か
ら
安
心
だ
よ 

・
う
ち
の
会
社
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
１
０
０
を

所
得
し
て
い
る
ぞ 

・
職
人
の
頭
の
中 

・
親
方
（
下
請
け
の
社
長
）
の
頭
の
中 

・
現
場
監
督
の
頭
の
中 

・
会
社
社
長
の
頭
の
中 

・
第
三
者
チ
ェ
ッ
ク
は
重
要 

・
だ
か
ら
第
三
者
チ
ェ
ッ
ク
が
大
切
な

の
で
す 

・
ど
ん
な
第
三
者
検
査
が
あ
る
か 

・
第
三
者
に
依
頼
す
る
場
合
の
注
意
点 

等
の
内
容
で
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

■
建
築
無
料
相
談
会
の
内
容 

１ 

今
度
、
外
装
の
塗
装
を
し
ま
す
が
、

き
ち
ん
と
し
て
く
れ
る
か
、
心
配
で

す
。 

２ 

東
側
、
北
側
に
水
が
入
り
、
ク
ロ
ス

が
少
し
剥
が
れ
て
い
る
が
、
ハ
ウ
ス

メ
ー
カ
ー
が
、
対
応
し
て
く
れ
な
い
。 

３ 

排
水
管
の
詰
り 

４ 

駐
車
場
敷
地
と
近
接
道
路
の
高
低

差
が
あ
り
、
車
に
キ
ズ
が
付
く
。
」 

 

相
談
予
約
者
以
外
に
も
、
講
演
を
お
聞

き
に
な
っ
て
相
談
を
希
望
さ
れ
た
方
も

参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

以
上
の
よ
う
な
内
容
で
有
意
義
な
講

演
会
と
相
談
会
を
終
了
し
ま
し
た
。 

  

 

会の活動にご協力ください！ 

 

●会員の種類      ●年会費 

正  会  員 ----- 24,000 円 

消費者正会員 ----- 12,000 円 

一 般 会 員  -----  6,000 円 

団体一般会員 ----- 48,000 円 

   

※ご入会の際は入会申込書が必要です。 

事務局までご連絡ください。 

講師：川口晴保 

講師：武田学 
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東
京
グ
ル
ー
プ
主
催
に
よ
り
３
月
18

日
（
土
）
に
大
井
町
駅
前
の
品
川
区
立
総

合
区
民
会
館
「
き
ゅ
り
あ
ん
」
５
階
講
習

室
に
て
、
一
般
消
費
者
向
け
「
無
料
建
築

相
談
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
以
下
に
、

２
組
の
相
談
者
の
相
談
内
容
を
ご
紹
介

し
ま
す
。 

 

一
組
目
の
方
は
、
相
談
日
よ
り
少
し
前

に
「
電
話
無
料
相
談
」
に
電
話
し
て
こ
ら

れ
た
相
談
者
で
す
。
今
回
の
相
談
会
の
案

内
を
差
し
上
げ
て
、
来
場
い
た
だ
き
面
談

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

建
築
条
件
付
き
で
す
で
に
土
地
は
購

入
済
み
。
相
談
時
は
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
最

中
で
、
計
画
内
容
に
つ
い
て
意
見
を
求
め

ら
れ
、
ま
た
、
契
約
の
内
容
に
問
題
な
い

の
か
も
問
わ
れ
ま
し
た
。 

契
約
の
内
容
に
つ
い
て
は
特
別
な
問

題
は
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。 

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
配
置
図

と
平
面
図
が
出
来
て
い
ま
し
た
が
、
立
面

図
、
断
面
図
、
矩
計
図(

参
考
図
可)

を
作

っ
て
も
ら
っ
た
う
え
で
、
納
得
い
く
「
家
」

に
な
る
か
判
断
す
べ
き
と
い
う
助
言
を

し
ま
し
た
。 

ま
た
、
計
画
内
容
が
固
ま
っ
た
ら
、
改

め
て
第
三
者
専
門
家
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て

も
ら
う
こ
と
と
、
工
事
中
の
重
要
な
工
程

で
第
三
者
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
勧
め

ま
し
た
。 

 

二
組
目
の
方
は
、
工
事
中
の
第
三
者
検

査
を
検
討
し
て
い
る
方
か
ら
の
相
談
で

す
。
木
造
住
宅
の
工
事
請
負
契
約
後
、
建

設
会
社
の
対
応
、
基
礎
工
事
に
不
信
感
を

抱
き
、
近
所
は
地
盤
改
良
し
て
い
る
が
我

が
家
は
地
盤
改
良
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
不
安
を
抱
い
た
様
子
。
第
三
者
検
査
の

内
容
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
相
談
は
終

了
。 そ

の
他
、
木
造
住
宅
外
壁
（
外
張
断
熱

工
法
）
の
欠
陥
等
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

□
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内 

総
会
の
お
知
ら
せ 

▽
日
程 

２
０
１
７
年
５
月
27
日
（
土
） 

▽
会
場 

品
川
区
立
総
合
区
民
会
館 

 
 
 

（
き
ゅ
り
あ
ん
）
５
階
第
１
講
習
室 

▽
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

10
時
30
分
～
12
時 

意
見
交
換
会 

 

「
建
築
Ｇ
メ
ン
の
業
務
依
頼
受
任
の

注
意
点
」 

13
時
～
16
時
30
分 

総
会 

17
時
～
19
時 

懇
親
会 

▽
会
場
ア
ク
セ
ス 

JR
／
東
急
大
井
町
線 

大
井
町
駅
前 

※
出
席
者
は
、
正
会
員
に
限
り
ま
す
。 

 

 

  

～～
編編
集集
後後
記記
～～ 

 
熊
本
地
震
か
ら
１
年
目
の
4
月
14
日
、

終
日
テ
レ
ビ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
わ

け
で
な
い
が
、
関
連
の
特
集
番
組
な
ど
に

は
気
づ
か
な
か
っ
た
。
比
べ
る
つ
も
り
は

な
い
が
、
東
日
本
大
震
災
関
連
の
情
報
を

耳
に
し
な
い
日
は
珍
し
い
。
マ
ス
コ
ミ
報

道
は
支
援
の
手
に
比
例
す
る
よ
う
思
わ

れ
る
の
だ
が
・
・
・
。 

日
頃
、
相
談
電
話
を
受
け
、
消
費
者
の

大
多
数
は
何
よ
り
〝
安
さ
第
一
主
義
〟

と
感
じ
て
い
る
。
設
計
・
施
工
ば
か
り
で

な
く
、
第
三
者
検
査
が
必
要
と
認
識
し
つ

つ
、
無
料
（
電
話
）
の
範
囲
で
〝
自
己
満

足
〟
を
得
て
い
る
様
子
。
一
方
、
企
業
側

は
〝
利
益
至
上
主
義
〟
、
有
資
格
者
で
あ

り
な
が
ら
最
低
限
の
法
律
や
技
術
基
準

を
認
識
せ
ず
、
技
術
と
か
け
離
れ
た
設

計
、
施
工
を
行
う
こ
と
さ
え
あ
る
な
ど
、

消
費
者
は
知
る
由
も
な
い
だ
ろ
う
。 

ロ
ー
コ
ス
ト
第
一
の
消
費
者
と
利
益
追

求
に
走
る
業
者
の
歪
ん
だ
関
係
が
顕
著

に
表
れ
る
１
つ
が
地
震
等
の
自
然
災
害
。

不
良
建
築
物
を
平
然
と
世
に
送
る
輩
は

業
界
か
ら
退
場
し
て
欲
し
い
が
、
消
費
者

自
ら
が
正
し
い
情
報
を
得
、
意
識
を
変
え

な
け
れ
ば
、
不
測
の
事
態
で
痛
い
目
に
遭

う
の
は
消
費
者
自
身
で
あ
る
。
（
Ｍ
・
Ｓ
） 

 

□
実
例
欠
陥
建
築
集
・
木
造
編 

次
ペ
ー
ジ
に
、
当
会
の
１０
周
年
記
念
事

業
と
し
て
作
成
し
た
「
実
例
欠
陥
建
築

集
・
木
造
編
」
の
一
部
を
、
掲
載
い
た
し

ま
す
。
今
後
も
順
次
掲
載
い
た
し
ま
す

（
紙
面
の
都
合
に
よ
る
不
定
期
掲
載
）
。 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 
東
京
グ
ル
ー
プ
活
動
報
告 

無
料
相
談
会 

 

文
責 

 
理
事
長 

 

大
川 

照
夫 

文
責 

 
事
務
局
長 

中
山 

良
夫 

無料相談会の模様 
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